
 

     令和６年４月／新入学用 

                                                     令和６年４月・１０月／転・編入学・転籍用 

  

単位制高等学校 
宮崎県立延岡青朋高等学校  
          

 

〒882-0866 宮崎県延岡市平原町２丁目２６１８－２ 

TEL ０９８２－３３－４９８０  FAX ０９８２－３３－３９５７ 

                  ［電話受付時間］８：３０～１７：００ 

 

 学校の詳細、入学に関することはホームページ

でもご覧いただけます。また、この要項及び提出

書類等は、全て通信制Webサイトよりダウンロー

ドしてご利用いただけます。 

httpｓ://cms.miyazaki-c.ed.jp/6049/htdocs/ 

 

 定時制課程の転編入学募集要項は、本人と面談の上直接交付します。 

必要な方は定時制課程へ連絡をしてください。 

通信制課程 

令和６年度 

延岡せいほう 検 索 
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通信制課程 

  

■■■ 学校案内 □□□ 
                                           ［ 校 訓 ］ 

宮崎県教育基本方針および宮崎県人権教育基本方針

に基づき、更なるキャリア教育の充実を図りながら、『生

きる力』＝（確かな学力・豊かな心・健やかな体）の育成

に努める。 

さらに、校訓である「自主自立」「友愛協調」「規律責任」の精神に則り、心身共に健

康で、人間性豊かな生徒の育成を目指すとともに、地域社会はもとより、国家・国際社会

の発展に寄与する有為な人材（人財）の育成に努める。 

 

昭和２２年 宮崎県立延岡中学校に定時制夜間部が認可される。 

昭和２３年  宮崎県立延岡恒富高等学校（全日制・定時制・通信制）

創立。 

昭和２４年 学制改革により、全日制、定時制昼間部、夜間部、通信

教育部となる。 

昭和２５年 定時制昼間部が廃止され、27年、通信教育部は宮崎大宮高等学校に統合される。 

昭和３４年 校名変更。宮崎県立延岡高等学校となる。 

昭和４４年 定時制昼間部を設置し昼夜二部制となり、延岡第二高等学校として独立校となる。 

昭和４７年 延岡市平原町（現在地）に新校舎（第1期工事）完成。 

平成１３年 通信制課程（普通科）が開設され、定時制・通信制の単位制高等学校となる。 

平成１８年     定時制課程が昼夜開講型に変更されることに伴い、校名を『宮崎県立延岡青朋高等

学校』に改称する。 

平成30年    創立70周年事業を実施。 

 

１． 在籍年数３年で卒業可能です。（新入学生） 

２． 幅広い年齢、様々な職業の生徒が学んでいます。 

３． 科目選択の自由度が高く、一人ひとりにあった学習が 

                                     できます。 

４． 自宅でレポートを作成する「自学自習」が原則です。 

                                     年間80通ほどのレポートを提出します。 

５．毎週日曜日にスクーリングが実施されます。スクーリングは、本校及び協力校（高千穂高校、富島高校、  

  高鍋高校）の４校で受けることができます。なお、本校のみ月曜日もスクーリングが実施されます。 

 

教育目標 自主自立 
友愛協調 

規律責任 

本校の沿革 
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＜この要項について＞ 以下のページを中心に、必ず一度全部お読みください。 

                 ページ 

  対象 
p.2 ～ p.1６ p.17 ～ p.20 

入学希望者・保護者の方 ○ × 

中学校の先生方 ○ （ 特にp.6 ～ p.7,  p.11） × 

高等学校の先生方 ○ （ 特にp.6 ～ p.7,  p.11） ○ （特に p.18 ～ p.20） 

 

１． 学科及び募集定員 

普通科250名 

 

２． 受検資格 

本校又は協力校（高千穂高校、富島高校、高鍋高校）にてスクーリングを受講可能な者で、以下の入

学区分のいずれかに該当する者。 

注：協力校でのスクーリングを希望する方 

通常のスクーリング（各科目の授業）は協力校でも行われるため、原則として本校（延岡青朋高校）への

登校の必要はありません。ただし、入学式や卒業式、健康診断、その他学校行事など、協力校では開催でき

ない行事がありますので、年間２、３回は本校へ登校しなければならないことがあります。 

 

３． 入学区分及び選抜等手数料 

以下の区分で受検できます。 

入 学 区 分 選抜等手数料 

新入学 
中学校を卒業または卒業見込みの者、及び中学校卒業と同等以上の資格を

有すると認められた者。 
不要 

編入学 
 出願の日までに高等学校等を退学した者で、修得単位がある者。 

 修得単位がない者は、新入学としての出願となります。 ※１ 

転入学 
 現在、他の高等学校等に在籍している者。 

 第１学年に在籍している者で、修得単位（見込み）がない者も出願可能です。 950円 

※巻末の様式５に宮崎 

  県収入証紙を貼付。 転籍  現在、本校定時制課程に在籍している者。  ※２ 

※１ ： 本校通信制課程を退学、または除籍となった者で、再度の入学を希望する者も、修得単位  
      の有無によって、新入学か編入学のどちらかになります。分からない場合はお問い合わせく 
      ださい。 
※２ ： 転入学と同じになりますが、校内の規定がありますので注意してください。 

令和６年度  募 集 要 項 
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４．入学区分及び入試区分 

入学 

区分 

入試区分 

備考 前期 
後期 

一次 二次 

新入学 ○ ○ × 
新入学の二次募集は、合格者数が250名に満たない場合に実  

施します。 

転入学 ○ × ○  

編入学 ○ × ○  

転籍 ○ × ○  

 

５． 選抜等方法 

面接、作文（新入学検査のみ）及びその他必要な書類により行います。学力検査（国・数・社・理・英等

のテスト）は実施しません。 

 

１ 面    接   前期 ： 個人面接      後期 ： 個人面接 

２ 作    文 
  600字（50分）（新入学一次・新入学二次のみ） 

  ※作文の題目は当日指示します。 

３ 書類審査 

  ①調査書（新入学一次・新入学二次のみ） 

  ②転学（籍）理由書［様式３］（転入学生・転籍生のみ） 

③提出作文［様式６］（転入学生・編入学生・転籍生のみ） 

     ※本人自筆に限ります。 320字以上書いてください。 

 

６． 日 程   

  入学検査や入学に関する日程の別途設定はできません。仕事をされている方は前もって勤務等を調

整してください。出願時を除いて入学検査、合格発表、受講指導の３回は本校に登校する必要がありま

す。（入学手続きは、代理人でも結構です。） 

入学検査、受講指導等の欠席、遅刻は原則認めません。時間厳守でお願いします。なお、やむを得な

い事情がある場合は、必ず前日までに連絡をしてください。 
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 ■ 前期入学 ■  
 新 入 学 

転入学・編入学・転籍 
一 次 募 集 二 次 募 集 

出願期間 

令和６年３月８日（金） 

～３月２１日（木） 

令和６年３月２８日（木） 

～３月２９日（金） 

令和６年３月８日（金） 

～３月１９日（火） 

１．受付は午前9時から午後4時まで。「受検票」は受付日の翌日に発送します。 

２． 3月８日（金）、土曜日、日曜日、祝日は「受付」を行いません。 

３．郵送の場合は最終日午後4時必着。必ず、簡易書留で郵送し、「受領書」を保管してください。 

４．通信制新入学の一次募集と全日制・定時制の二次募集との併願はできません。 

５．転入学・編入学・転籍希望の生徒は願書提出時に提出書類（様式６）が必要です。 

６．転入学・編入学については本校定時制転入学・編入学検査との併願ができます。 

７．新入学の二次募集の出願期間は3月2８日（木）、3月２９日（金）の2日間のみです。 

入

学

検

査 

日時 

令和６年３月２６日（火） 令和６年４月３日（水） 令和６年３月２５日（月） 

9:0０～ 
9:１５～ 
9:３０～ 

1２:０0～  

 集合・受付   
 日程説明 
 作文・面接 
 終了予定  

9:0０～ 
9:１５～ 
9:３０～ 

 1２:０0～ 

 集合・受付   
 日程説明 
 作文・面接 
 終了予定  

１３:３０～ 
１３:４５～ 
１４:００～ 

 1５:３0～ 

 集合・受付   
 日程説明 
 個人面接 
 終了予定  

場所 延岡青朋高校  （※協力校では実施しません。） 

内容 

・新入学一次・新入学二次 ： 作文及び個人面接 
※ 作文の題目は当日指示します。 ※ 筆記用具が必要です。 
※ 学力検査は実施しません。 
・転入学・編入学・転籍  ： 個人面接のみ 

備考 やむを得ない事情を除き、原則として遅刻者の受検は認めません。 

合格発表 
令和６年３月２８日（木） 令和６年４月５日（金） 令和６年３月２８日（木） 

 9：00～ 受検番号を掲示します   ※電話での問合せ不可 

受講指導 

令和６年４月５日（金） 令和６年３月２８日（木） 

9：00～ 集合・受付   9：30～ 説明・受講指導・写真撮影等  12：00 終了予定 

１．受講指導不参加者の入学はできません。必ず出席してください。 

２．時間帯については予定です。変更が生じることがあります。 

入学手続 

転入学・編入学・転籍 ： 合格発表当日から【令和６年４月 ５日（金）17：00】まで 

新入学一次・二次    ： 合格発表当日から【令和６年４月１１日（木）17：00】まで 

１．校納金の納入は、郵便局での振込みになります (受講指導時に振込用紙を配布)。 

  期日までに手続きが終わらない場合には、入学を許可できません。 

２．教科書の代金も、郵便局での振込みになります。 

３．詳細については、入学検査及び受講指導の際に説明します。 

入学式 

令和６年４月１４日（日） 

 ８：４５～ 集合・受付  ９：３０～ 開式  10:１０～ 諸連絡等  11：０0～ ＬＨＲ  １２：１５～ 昼食・休憩 

１３：３０～１５：３０ 健康診断  ※当日の日程は予定です。変更が生じることがあります。 
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 ■ 後期入学 ■  

※ 季節柄、台風等によってやむを得ず日程を変更する場合があります。願書には必ず連絡の取れる電

話番号を記入してください。 

 転入学 ・ 編入学 ・ 転籍 

出願期間 

令和６年８月１９日（月） ～ ８月２２日（木） 

１．受付は午前9時から午後4時まで。「受検票」は８月２２日（木）に発送します。 

２．郵送の場合は最終日午後4時必着。簡易書留ですので、ポストに投函せず窓口でもらう「受 

  領証」を保管しておくこと。 

３．転入学・編入学については本校定時制転入学・編入学検査との併願ができます。 

４．転入学・編入学・転籍希望の生徒は願書提出時に提出作文（様式６）が必要です。 

入
学
検
査 

日時 

令和６年９月２日（月） 

9:00～ 受付   9:15～ 日程説明   9:30～ 面接   1１:０0終了予定 

場所 延岡青朋高校のみ（協力校では実施しません） 

内容 個人面接のみ ※筆記用具が必要です。 ※学力検査は実施しません。 

備考 やむを得ない事情を除き、原則として遅刻者の受検は認めません。 

合格発表 
令和６年９月１０日（火） 

9：00～ 受検番号を掲示します   ※電話での問合せ不可 

受講指導 

オリエンテー

ション 

令和６年９月１０日（火） 

9：00～ 受付    9：３０～ 説明・受講指導・写真撮影等    12：００ 終了予定 

１．受講指導を受けていない者は、履修する科目を決定・登録できないため、入学はできません。 

  必ず出席してください。 

２．時間帯については予定です。変更が生じることがあります。 

入学手続 

合格発表当日から【令和６年９月１７日（火）17：00】まで 

１．校納金の納入は、郵便局での振込みになります (合格発表時に振込用紙を配付) 

合格発表日に納入できない場合でも、最終日の17：00までに必ず納入してください。 

  期日までに手続きが終わらない場合には、入学を許可できません。 

２．教科書の代金も、郵便局での振込みになります。 

３．詳細については、入学検査及び受講指導の際に説明します。 

入学 

許可式 

令和６年１０月１日（火） 

9：００～ 集合・受付   9：３０～ 入学許可式  １０：００～ LHR  1２：１５ 終了予定 

※当日の日程は予定です。変更が生じることがあります。詳細は合格発表日に連絡します。 
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７． 提出書類 

 前期入学、後期入学のどちらも、入学区分によって以下の書類等が必要です。なお、様式の指定が

ある書類は本校の指定様式でご準備ください。 

入学区分と応募資格 本人が提出する書類 中学校・高等学校で準備いただく書類 

新

入

学 

平成３１年 3 月以

降に中学校を卒業

した者、又は卒業

見込みの者 

１． 新入学願書（様式１）白色or水色 

２． 中学校の調査書 

３． 受検票返送用封筒 

※84円切手貼付、返信用宛名記入 

※新入学二次には必要ありません。 

 

調査書 

※開封無効として、本人にお渡しください。 

平成３０年 3 月以

前に中学校を卒業

した者 

１． 新入学願書（様式１）白色or水色 

２． 中学校の卒業証明書 

３． 受検票返送用封筒 

※84円切手貼付、返信用宛名記入 

※新入学二次には必要ありません。  

 

卒業証明書 

※本人にお渡しください。 

中学校卒業と同等

以上の資格を有す

ると認められた者 

１． 新入学願書（様式１）白色or水色 

２． 受検票返送用封筒 

※84円切手貼付、返信用宛名記入 

※新入学二次には必要ありません。 

なし 

 

転

入

学 

他の高等学校等

に在籍している者 

  全て在籍高等学校を通しての出願とな 

 ります。個人で本校宛てに出願はできま 

 せん。 

 

右の｢１｣｢５｣「６」「１０」の書類を自分

で記入・準備をして、この要項中に綴じて

ある残りの書類と一緒に、在籍している高

等学校の担任の先生に渡してください。 

 

転籍は「２．転学照会」、「8.在学証明書」

は不要。 

※「転籍願」の決裁を受けてください。 

１．転入学願書（様式１）黄色 

   転籍願書（様式１）ピンク 

２．生徒の転学について（照会）（様式２） 

３．転学（籍）理由書（様式３） 

４．成績・単位修得証明書（様式４） 

５．受検料納付書（様式５） 

 ※宮崎県収入証紙950円分を貼付 

６．提出作文（様式６） 

 ※320字以上書くこと。本人自筆に限る。 

７．日本スポーツ振興センター加入証明書 

  （様式７）※後期募集生徒のみ 

８．在学(籍)証明書 ※各校の様式 

９．３カ年教育課程表（C表）※コピーで可 

１０．受検票返送用封筒 

      ※84円切手貼付、返信用宛名記入 

転

籍 

本校定時制に在

籍している者 

編

入

学 

高等学校等を退 

学した者 

１． 編入学願書（様式１）緑色 

２． 受検票返送用封筒 

※84円切手貼付、返信用宛名記入 

３． 単位修得（見込み）証明書（様式４） 

※本校通信制課程を退学または除籍と 

  なった者は、単位修得証明は不要 

４． 提出作文（様式６） 

 ※320字以上書くこと 

成績・単位修得証明書（様式４） 

※開封無効として、本人にお渡しください。 

＜写  真＞ すべての願書に必要です。上半身、脱帽の状態で６か月以内に撮影したもの。 

＜収入証紙＞ 検索サイトで『宮崎県 収入証紙 売りさばき所』で検索するとすぐ見つかります。 
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８． 出願の流れ 

①  新入学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  転入学・転籍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  編入学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 中学校や高等学校に書類の作成を依頼するときは、一週間程度の余裕を持って依頼してください。 

② 調査書（卒業証明書） 

の作成依頼 

出身中学校 

③ 調査書等の発行 

④ 点検して出願 

   （持参または郵送） 

延岡青朋高校 

あなた 

① 願書を記入 

   （写真準備） 

③ 転学照会、単位修得証明書等

必要書類の作成 

在籍している高校等 

② 記入後の願書、必

要書類を担任へ 

①  願書を記入 

   写真、選抜等手数料 950円分 

   の収入証紙 

延岡青朋高校 

あなた 
④  点検して出願 

必要なら、募集要項・必要書類（成績・単位修得証明

書など）のダウンロード（通信制Webサイトより） 

 

②  単位修得証明書 

  作成依頼（郵送・持参） 

退学した高校 

③ 単位修得証明書の

発行（開封無効） 

④ 点検して出願 

   （持参または郵送） 

延岡青朋高校 

あなた 

①  願書を記入 

   （写真準備） 

必要なら、募集要項・必要書類（成績・単位修得証明書な

ど）のダウンロード（通信制Webサイトより） 

※ 転入学の出願を、やむを得ず以下の編入学のような流れで本人に行わせる場合は、学校が作成する

書類は開封無効として渡してください。 

※ 同一学校から複数の転入学希望者がいる場合は、とりまとめて発送いただいて結構です。 

 

 

必要なら、募集要項・必要書類（入学願書など）のダウ

ンロード（通信制Webサイトより） 

 

⑤  受検票交付 

⑤  受検票交付 

 ⑤  受検票交付 
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９． 合格発表及び受講指導 

 合格発表は、本校玄関前に受検番号を掲示します。 

 合格者は、必ず受講指導を受ける必要があります。本人が本校に登校して受講指導を受けてくださ

い。 受講登録（※）をしていない場合、入学ができません。 

※ 受講登録：その年度で履修する科目を、一人ひとり相談して登録します。登録しないと、 

   受講する科目が決定しないため、教科書代金などの計算ができません。 

 

１０． 入学手続 

受講登録後、校納金の納入を、入学手続の最終日までに済ませてください。期限までに手続が完

了していない場合は入学ができません。 

なお、校納金は全て年額を一括納入していただきます。詳細は受講登録終了後に配付される納付

書などを見てください。参考までに諸経費のおおよその目安を掲載しておきます。 

【諸経費の目安】 ・・・ 年額で 30,000円程度 ＋ 授業料 

以下は１年間に必要な額の目安です。 

 

※１ 宮崎県収入証紙について 

1. 宮崎県収入証紙は、県庁、県の出先機関、警察署、免許センター、JA等で購入が可能です。 

2. 本校での販売はしていません。検索サイトで『宮崎県 収入証紙 売りさばき所』と入力し検索してください。 

3. 「収入印紙」ではありませんのでご注意ください。 

4. 宮崎県収入証紙でない場合は受け付けられません。 

5. 入学料については、宮崎県立の高等学校及び五ヶ瀬中等教育学校からの転入・転籍生は不要です。 

 

 

※２ 教科書代について 

1. 転編籍入学生などで、通信制で使用している教科書を既に持っている場合、購入の必要はありません。 

巻末の通信制使用教科書一覧で確認してください。 

2. レポートなどの教材が教科書に合わせて作成してありますので、持っている教科書が指定教科書以外の場合は、

指定教科書を購入する必要があります。記号・番号を正確に確認してください。 

3. 学習書は通信制高校で使われているものですので、通信制高校以外からの入学生は購入の必要があります。 

 

諸

経

費 

 

入学料 

※１ 

500円（宮崎県収入証紙※１）  

 入学年度のみ納付します。ただし、宮崎県立高等学校及び五ヶ瀬中等教育学校からの転入・

転籍生は不要です。 

授業料 
平成26年度より有償化。1単位当たりの単価は 230円で、年額6,900円（１

単位230円×30単位の場合）になります。 

校納金 年額12,000円を郵便局で振り込んでください。一括納入となります。 

教科書代 

※２ 

年間18,000円程度です。（個人で金額が異なります） 

必要な教科書などの代金を、振込用紙（受講指導後に配付）を使って、最寄りの郵便局

から振り込んでください。学校事務室では取り扱いできません。 
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願書の記入 

新入学、転入学、編入学、転籍で使用する用紙の色が違います。また、新入学の二次募集の用紙は、

新入学の用紙と別の用紙になっています。確認して間違いのないように提出してください。必ず黒又は

青のボールペンか万年筆で記入してください。間違えた場合は二本線で削除し、訂正印を押してくださ

い。 

 

１ 入試区分 新入学以外は、前期、後期のいずれかを○で囲みます。 

２ 氏名等 
楷書で本人が丁寧に書いてください。年齢は、前期入学生は令和６年４

月１日現在、後期入学生は令和６年１０月１日現在を記入します。 

３ 保護者等 

氏名と続柄を記入してください。なお、志願者が上記の日付で未成年の

場合は、必ず保護者又は後見人が自署してください。 

志願者が成人の場合も、これに準じる者が氏名を自署してください。 

４ 現住所 出願時の住所及び連絡先を記入してください。 

５ 新住所 

現住所と同じ場合は記入不要です。転居の予定がある場合は転居先の

住所を記入してください。記入した住所宛にレポートや機関紙が送付され

ます。 

６ 

入学後、主として

スクーリングを受け

る予定の場所 

原則として、高千穂地区は「高千穂」、延岡地区は「延岡青朋」、日向地

区は「富島」、児湯地区・宮崎地区は「高鍋」の各高校名を○で囲んでくだ

さい。 

ただし、自分の住所のある地区以外を、「主としてスクーリングを受ける

場所」として指定することもできます。ここでの指定をもとにクラス分けされ

ますが、クラスにかかわらず、どの地区のスクーリングにも出席できます。 

７ 学校の記録 

①中学校等 ： 全員記入してください。 

②高等学校 ： 他高等学校に入学したことがある人は、新入学生も必ず記 

 入してください。 

③その他の学校 ： 

  中学校を卒業していない場合の小学校名、旧制の小中学校、国民学校

等を卒業している場合の学校名と高等科・専修科などの別、専修学校の高

等課程(准看など)を卒業している場合の学校名などを記入してください。 

８ 
受検票（切り取

り線の右側） 

入試区分、ふりがな、氏名、生年月日を記入してください。なお、受検票は

切り取らずに願書と一緒に提出してください。 

 

出願書類の作成方法 
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提出書類の準備 

  出願に必要な書類については、以下を参考に準備をしてください。なお、中学校や高等学校へ作成を依

頼する書類は、１週間以上の作成期間をもって依頼してください。 
  

Ａ：中学校の調査書  （新入学生） 

新入学生で平成３１年 3 月以降に中学校を卒業した方は、出身中学校に調査書の作成を依頼し

てください。調査書は「開封無効」ですので、開封は絶対にしないでください。 
 

Ｂ：中学校の卒業証明書  （新入学生） 

新入学生で平成３０年 3 月以前に中学校を卒業した方は、出身中学校に卒業証明書の作成を依

頼してください。特に封をする必要はありませんので、そのまま同封の「出願用封筒」に入れてくださ

い。 
 

Ｃ：生徒の転学について（照会）（様式２）  （転入学生） 

巻末の「生徒の転学について（照会）」を在籍している高等学校の担任へ渡してください。 
 

Ｄ：転学（籍）理由書（様式３）  （転入学生・転籍生） 

巻末の「転学（籍）理由書」を在籍している高等学校の担任へ渡してください。 
 

Ｅ：成績・単位修得証明書（様式４）  （転入学生・転籍生） 

巻末の「成績・単位修得証明書」を在籍している高等学校の担任へ渡してください。 

 

  Ｆ：成績・単位修得証明書（様式４）  （編入学生）  

巻末の「成績・単位修得証明書」を退学した高等学校に送付し、作成を依頼してください（作成に

は証明書等発行手数料が必要なことがあります）。作成された単位修得証明書は「開封無効」となっ

ていますので、開封せずに「出願用封筒」に入れてください。 

 

  Ｇ：受検料納付書（様式５）  （転入学生・転籍生） 

950 円分の宮崎県収入証紙を貼付して、出願用封筒に入れてください。なお、新入学生及び編入

学生は受検料が不要です。 
 

Ｈ：提出作文（様式６）（転入学生・編入学生・転籍生） 

提出作文には題目があります。題目に従い自筆（「ＨＢ黒えんぴつ」または「黒ボールペン」）で記

入し提出してください。 
 

Ｉ：日本スポーツ振興センター加入証明書（様式７）  （後期転入学生のみ） 

    巻末の「日本スポーツ振興センター加入証明書」を在籍している高等学校の担任へ渡してくださ 

  い。 

出願書類のチェック 

  前期入学、後期入学ともに出願する書類は同じです。出願用封筒の表紙でチェックしましょう。 

※新入学の二次募集については受検票を返送する期間がありませんので、84 円切手及び返信用

封筒は不要です。受検票は当日受付でお渡しします。 
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願書や必要書類の作成のお願い 
 

受検生の皆さんへ 

１． 新入学・転入学・編入学・転籍ともに、入学願書については、本人が自筆で記入してください。 

 

２． 転入学・転籍生の書類は全て在籍高等学校から本校宛てに送付されます。皆さんが直接送付す

ることはありません。入学願書、その他この要項に含まれている書類は、必要事項の記入が終わっ

たら在籍している高等学校の担任の先生へ渡してください。 

 

３． 新入学・編入学の受検生は、個人で出願します。「出願用封筒」に必要書類を入れ、本校へ提出

してください。郵送の場合は「簡易書留」ですので、ポストに投函せず郵便局の窓口に提出してく

ださい。 

 

中学校の先生方へ 

１． 中学校の調査書は、宮崎県立高等学校入学者選抜実施細目において、「様式２」として定めてい

るものです。この募集要項中には同封しておりませんので、各校で作成をお願いします。なお、卒業

生などで現在のものと異なる様式に記入されている場合は、発行年月日、記載責任者、校長名、卒

業･卒業見込みの別などを書き換えたもので構いません。また、県外の中学校で宮崎県と様式が

異なる場合は、各県の様式で結構です。 

 

２． 調査書は、パソコン等で作成したものを提出しても構いません。 

 

高等学校の先生方へ 

１． 転学照会(様式２)、転学理由書（様式３）、成績・単位修得証明書（様式４）については、募集要項

の巻末にある所定の用紙で作成してください。 

 

２． 単位修得証明書の記入については、記入要領（p.18～20）をよくご確認の上、慎重にご記入く

ださい。 

 

３． 成績・単位修得証明書を「見込み」で作成・発行したのち、確定した修得単位等が「見込み」と異

なった場合は、早急に本校まで連絡ください。 

 

４． 転学照会の転学許可日については、前期は「４月１日付け」、後期は「10 月１日付け｣になります。

指導要録の転出記録について、記入漏れがないようにお願いします。 

 

５． p.17に補足事項がありますのでご覧ください。 

 

  ※ 調査書以外の様式は、本校Webサイトからダウンロードできます。ご利用ください。  

  ※ 通信制トップページ httpｓ://cms.miyazaki-c.ed.jp/6049/htdocs/  
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通信制の仕組みについて 

Ｑ１：通信制課程の学習はどのようにするのでしょうか？ 

Ａ１： 原則として教科書と学習書（通信制の生徒向けに編集された教科書準拠の参考書）を 

     調べながら、レポートを完成させる「自学自習」が中心です。 

 

Ｑ２：レポートは何回くらい提出するのですか？ 

Ａ２： 登録した科目によってレポートの回数は異なりますが、ほとんどの科目は学期に６回のレポートを提出しま 

     す。前期を例に挙げれば、５月上旬から提出が始まって、７月末には第６回が締め切られます。その間２週 

     間毎に「締め切り」（提出期限）がやってきます。提出期限に遅れると単位が取れなくなりますので、期限 

     厳守です。 

 

Ｑ３：スクーリングはどこで受ければよいのですか？またどのくらい行われていますか？ 

Ａ３： 本校及び高千穂高校、富島高校、高鍋高校の３つの協力校でスクーリングを実施しています。どの地区の 

     スクーリングに参加しても出席は認められます。日曜スクーリングは２校同時開催となっています。各校と 

     も半期で７日、年間１４日が行われることになります。なお、月曜スクーリング（本校のみ）は半期で９日、 

     年間１８日です。 

 

Ｑ４：スクーリングには必ず登校しなければなりませんか？ 

Ａ４： 科目ごとに最低出席しなければならない時間数（最低面接時数）が決められています。スクーリングでは、 

     選択した科目の最低面接時数以上の出席が必要です。最低面接時数を満たした科目については、登校 

     の必要はありません。例えば、家庭総合の最低面接時数は各学期４時間です。スクーリングでの授業の開 

     催回数も多くはなく、学期に６時間分（2時間連続実施を３日）しか設けられていません。1回目を欠席し 

     た場合は、2回目に出席しなければ出席不足となり単位が取れなくなります。 

     なお、他の協力校や本校に出席して補うことも可能ですが、貴重なスクーリングの機会ですので計画的に 

     出席しましょう。国語や地歴・公民、数学などは最低面接時数が少ない教科ですが、体育や英語、理科な 

     ど、最低面接時数が半期８～10時間に設定されている教科もあります。 

 

Ｑ５：スクーリングはどのような時間割で行われていますか？ 

Ａ５： １日50分×７コマ（７時限）の時間割で実施されます。スクーリング校ごとに、前期7日間、後期7日間分 

     の時間割が全て決まっていますので、学期の始めに時間割を見て、学期の出席計画を立てる必要があり 

     ます。 

 

Ｑ６：日曜日のスクーリングが仕事で受けられないのですが？ 

Ａ６： 本校のみとなりますが、月曜日にも本校スクーリングを開催しています。月曜日の時間割だけでも単位が

取れるようになっています。しかし、学校行事等は、日曜日に行われることが多いので、行事に参加したい

場合は、前もって仕事の都合を付けておいてください。 

 

通信制課程について Q＆A 



13 

 

Ｑ７：テストはありますか？ 

Ａ７： 学期末（８月末から９月上旬と１月末から２月上旬）に前期テスト、後期テストが実施されます。レポートを 

     全て提出し合格した人で、最低面接時間数以上のスクーリングに出席した人だけがテストを受験すること 

     ができます。テストに合格して初めて単位が認定されます。３０点未満の人は再テストを受験し合格しない 

     と単位が認定されません。 

 

単位について 

Ｑ８：単位制とはどんな仕組みですか？ 

Ａ８： 学年制高校は、学年毎に修得すべき科目や単位数が定められており、第１学年の課程の修了が認定され 

     ないと第２学年に進めない仕組みになっています。単位制高校には厳密な意味での学年はありません。 

     （その学年で修得すべき科目を定めていません。）そのため修得できなかった科目があった場合、その科 

     目だけをもう一度履修して修得すればよいことになります。学年制に比べて「やり直し」のしやすい仕組み 

     です。 

 

Ｑ９：単位はどのように修得すればよいのですか？ 

Ａ９： レポートを全て提出し合格し、最低面接時数以上のスクーリングに出席するとテストを受験することができ 

     ます。テストに合格すると、その科目の単位が認定され修得できます。 

 

Ｑ10：分割認定制とは何ですか？ 

Ａ10： 例えば４単位の「家庭総合」を、前期２単位、後期２単位に分割して各学期の区分で単位認定を行う仕組 

      みです。前期分の単位が取れなくても、後期分の２単位だけは修得できます。修得できなかった前期２単 

      位分については再履修になりますが、修得した後期分はその必要がありません。 

 

Ｑ11：以前通っていた高校の単位はどうなりますか？ 

Ａ11： ほとんど全ての単位が、本校を卒業するのに必要な単位として認められます。 

 

 

卒業について 

Ｑ12：卒業する最低条件は何ですか？ 

Ａ12： 以下の通りです。 

      ① 高等学校に通算３年以上在籍。必修科目を全て含む７４単位以上の単位の修得が必要。 

      ② 特別活動（学校行事やホームルーム活動）の規定時間数を全て満たすことが必要。 

 

Ｑ13：卒業時期はいつになりますか？ 

Ａ13： 新入学生については、入学してから最短で３年後です。転入学生や編入学生は以前の学校に在籍した 

      期間やその学校のカリキュラム、修得した科目や単位数によって異なります。単に累積で３年在籍して、 

      74単位を修得すれば良いわけではありません。特に後期入学などの場合は、判断も説明も非常に複雑 

      になりますので、修得単位がわかる書類（単位修得証明書、通知票、教育課程表など）を持って、直接来 

      校して相談してください。 
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Ｑ14：卒業後の進路はどうなっていますか？ 

Ａ14： 近年、前期と後期を合わせて100名を超える生徒が卒業していますが、20％を超える生徒が大学、短 

      大、専門学校へ進学しています。４年制大学への進学希望者も増えています。なお、進学希望者には本校 

      で「進学支援学習会」を開講しています。また、ハローワークと協力して、就職にも力を入れています。 

 

学校生活について 

Ｑ15：クラスはどうなっていますか？ 

Ａ15： スクーリング実施校（本校及び協力校）ごとに、１年次クラス（修得単位数が0～13）、２年次クラス（修 

      得単位数が14～43）、３年次クラス（修得単位数が44以上：卒業可能クラス）にクラス分けしています。 

      クラス担任の先生もいます。ただし、１年次の新入学生を除き、ほとんどの生徒は選択している科目がバ 

      ラバラです。その科目の授業を選択している生徒が授業の教室へ移動することになり、クラスでまとまっ 

      て行動する機会は少ないです。３年次生と１年次生が一緒に授業を受けたりしますので、厳密な意味で 

      のクラスではなく便宜的なものと考えてください。 

 

Ｑ16：主な学校行事を教えてください。 

Ａ16： 入学式（4月、10月）、校内生活体験発表大会（7月）、県定通体育大会（6月）、進路ガイダンス（6月、 

      11月）、県生活体験発表大会及び文化の集い（10月）、スポーツフェスタ（10月）、卒業式（9月、3月） 

      等があります。 

 

Ｑ17：部活動はありますか？ 

Ａ17： 年間を通じて常時活動している部活動はありませんが、定通体育大会前に希望者を集めて練習してい 

      ます。県定通体育大会で優勝し、全国大会にも出場しています。バスケットボール等が活動してます。 

 

Ｑ18：学校からの連絡などはどのように行われるのですか？ 

Ａ18： 毎月１回、通信教育用の機関紙『通教 延岡青朋』が学校から送付されてきます。ほとんどの連絡はこれ 

      で行われますので必ず目を通してください。また、緊急の連絡はホームページでも行います。 

 

Ｑ19：校則はありますか？ 

Ａ19： 他の高校と同様に、特別指導や懲戒も踏まえた校則があります。 

      学習手帳の生徒必携ページに記載してあります。 

 

Ｑ20：生徒の下校時刻は何時ですか？ 

Ａ20： １７：００までに、校門を出ることになります。迎えに来てもらう場合も同じです。 

 

Ｑ21：服装について決まりはありますか？ 

Ａ21： 他人を不快にさせたり、威圧、威嚇するような服装や華美な服装はしないでください。 

      （間接的にセクハラになるような服装もダメです。） 

 

Ｑ22：バイク・自動車での登下校はできますか？ 

Ａ22： 法定年齢に達し、免許取得ができていれば可能ですが、大きな音が出るなどの改造車両での登下校 

      は禁止です。騒音などの迷惑行為、交通法規・公共マナーを守らない場合は、特別指導になります。 
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Ｑ23：成人者の喫煙はできますか？ 

Ａ23： 敷地内の喫煙は、健康増進法に基づき全面禁止です。 

 

Ｑ24：停学や退学になることは、ありますか？ 

Ａ24： 他の高校と同様あります。 

 

費用や奨学制度など 

Ｑ25：１年間にかかる費用はどれくらいですか？ 

Ａ25： 学校に納入する経費（教科書代、校納金など）は、登録する科目や単位数によって異なりますが、多くて 

      も年間40,000円程度です。その他、レポート送付のための切手代（年間1,000円程度）や、行事での参加 

      費や入場料等（１回数百円から千円程度）が必要です。 

 

Ｑ26：奨学金などの仕組みがありますか？ 

Ａ26： 日本学生支援機構（旧 日本育英会）、宮崎県育英資金などの一般的な奨学制度があります。これらと 

      は別に、定時制・通信制の生徒のための「修学奨励資金貸与制度」があります。これは「貸与」が原則で 

      すが、卒業すると返還が免除されます。また、教科書代（通信制の学習書代を含む）については、就労日 

      数や修得単位数の条件がありますが、働いている人は、申請によって補助金が給付される「教科書購入 

      補助金申請制度」等があります。 

 

Ｑ27：協力校だけでのスクーリングで卒業できますか？ 

Ａ27： 可能です。ただし、協力校に限らず本校でも、スクーリング時間数は余裕があるわけではありません。 

      スクーリングを休むと、本校や他の協力校のスクーリング、または月曜スクーリングに出席しなければな 

      らなくなることがあります。 

 

出願等に関して 

Ｑ28：６月や７月に転入学できますか？ 

Ａ28： 学期の途中での転入学はできません。転入学・編入学・転籍は4月か10月、新入学は4月のみ入学で 

      きます。 

 

Ｑ29：本校の定時制課程や、宮崎東高校通信制課程と併願することができますか？  

Ａ29： 新入学の場合、本校定時制と通信制とでは入試日程が異なります。定時制の結果を見て通信制に出願 

      ができます。また、転入学と編入学検査については、本校定時制と併願することが可能です。ただし、定時 

      制と通信制とで、学ぶスタイルが異なりますので慎重に判断してください。自分のライフスタイルや計画に 

      合わせてどちらかを選ぶことを勧めます。宮崎東高校通信制課程とは、新入学・転入学・編入学検査につ 

      いて、いずれも併願できません。スクーリングを受ける場所などをよく検討して選んでください。 

 

Ｑ30：入学後、本校の定時制課程へ変わることはできますか？ 

Ａ30： 通信制で１年以上活動し、修得単位が10単位以上となると『転籍』が可能です。 

      ただし、定時制の転入学試験（学科試験あり）を受検し合格しなければなりません。 
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学習に関して 

Ｑ31：高校を退学して長いこと勉強していませんが、大丈夫でしょうか？ 

Ａ31： レポートは教科書と学習書を見ながら勉強すればよいので、７０％から８０％は調べれば解くことができ 

      ます。ただし、自分で考えなければならない問題もありますので、分からないことは、スクーリング時に先 

      生に聞いてください。 

 

Ｑ32：どのくらいの生徒が単位を取っていくのでしょうか？ 

Ａ32： 科目によってまた年次によって修得率がずいぶん異なります。平均すると５０％強が単位を修得していま 

      す。単位が修得できない主な原因は、レポートの提出期日を守れない、レポートを提出できない、スクーリ 

      ングの出席が不足する、の３つです。 

 

その他 

Ｑ33：成人者はどのくらいいますか？ 

Ａ33： 在校生のうち、20歳以上は３０％程です。30歳以上も5%程在籍しています。 

 

Ｑ34：仕事をしている人はどのくらいいますか？ 

Ａ34： 定期的な仕事に従事している人は約３０％です。本校では、アルバイトを禁止したり制限したりしていませ 

      んが、18才未満だとアルバイトの職種が限られるようです。進路指導室やハローワーク等で求人の情報 

      も手に入ります。 
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このページからP20までは、受検生は読む必要はありません。 

 

１． 出願のとりまとめについて 

同じ学校に複数の受検生がいる場合は、可能な限りとりまとめをお願いします。募集要項（願書及び全ての書

類を含む。）は、本校宛に請求いただくか本校通信制Ｗｅｂサイトからダウンロードできます。 

 

２． 成績・単位修得証明書について（転入学・編入学） 

入試業務の都合上、様式を指定していますので、本校指定様式で作成してください。 

本校通信制課程では、次年度履修させる科目を個人ごとに決めていきます。特に 3年次への転編入学生は、

卒業が可能となるような受講指導をしておく必要があります。「成績・単位修得証明書」の記載事項の誤りがあ

れば、場合によっては該当生徒の卒業が延期になるケースがありますので、くれぐれも正確な記入と点検をお

願いします。（この後に掲載しております記入要領をご参照ください。） 

なお、「見込み」で提出されたのち、確定した修得単位数等が「見込み」と異なる場合は、早急に電話か FAX

で連絡をしてください。 

[ 記入間違いの例 ] 

① 修得単位の計が合わない。ＬＨＲが計に含まれている。 

② 修得した科目がＣ表（カリキュラム）にない。または、Ｃ表の単位数と修得した単位数が合わない。 

③ Ⅰを履修せずにⅡが修得となっている。 

④ 旧課程の科目名で書かれている。 

 

３． 入学後の転学書類の送付に関して（転入学） 

転学の回答文書に指示された日（前期は 4月上旬、後期は 10月上旬）までに以下の書類を各校で取りま

とめいただいた上、送付してください。 

  ①生徒指導要録の写し 

    ※校長の原本証明が無いものは無効です。 

        ※片面印刷でも構いません。コピーしたものに4面とも原本証明をつけてください。  

        ※出願時に提出した「成績・単位修得証明書」と記載内容が異なっている場合があります。 

          異なっている場合は、確認をします。場合によっては再送付を依頼します。 

  ②健康診断個人票・歯科検診票（原本又は写し） 

 

●宮崎県育英資金奨学生は、以下を教育庁財務福利課育英資金室育英資金担当宛へ提出してください。 

①転学用奨学金報告書 

②転学奨学金継続願 

財務福利課が継続を可とした場合、同課より本校宛に転学用奨学金報告書が送付され、本校奨学

金担当が処理をして財務福利課へ返送します。詳細は、宮崎県育英資金の奨学生の手引き書をご覧く

ださい。 

転編入学の補足事項（ 高等学校等の先生向け ） 
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成績・単位修得証明書記入要領   

本校通信制課程では、提出された単位修得証明書に基づき、転編入学生の卒業に必要な科目を受

講させる指導を行います。記載内容に間違いがある場合は、該当生徒の卒業が延期される場合もあり

ます。職印の押された公文書でありますので、生徒指導要録の内容と充分確認の上、記入・作成をお願

いします。間違いがある場合、本校では訂正ができませんので、再度提出していただくことになります。 

※ 単位修得証明書の作成に当たっては、ご面倒ですが本校の指定様式で作成をお願いします。 

※ 単位修得証明書の入力フォーム（エクセル形式）を本校ホームページから配布しています。 

 

1. 年齢 

前期は本年4月1日現在、後期は本年10月1日現在で記入してください。 

 

2. 入学区分・学年 

「新入学」「転入学」「編入学」を選択して、「学年」を記入してください。 

 

3. 在籍状況 

在学中の生徒：「在学中」の欄に〇をつけ、「学年」を記入してください。 

退学した生徒：「退学」の欄に〇をつけ、退学した日付を記入してください。 

 

4. 年度・学年 

●原級留置となった場合 

  

 

5. 科目名・観点別・評定・単位数 

修得した科目と単位数が記載・集計されていれば問題ありません。 

・ 全く単位修得がない（見込めない）年度は、年度と小計欄の０だけ記入してください。 

・ 単位修得が見込めない科目（評定1となった科目）の科目名・評定・単位数は、記入しないでく

ださい。 

・ 本校通信制では履修と修得の区別をしておりません。履修のみ認定となった科目につきまして

も記入しないでください。その他は以下の例を参考にして記入してください。 

 

＜令和４年度以降の入学生＞                    ＜令和３年度以前の入学生＞ 

科目名 

３年度 ４年度  

科目名 

３年度 ４年度 

1年 2年  1年 2年 

観点別 評定 単位 観点別 評定 単位  観点別 評定 単位 観点別 評定 単位 

公共      AAB 4 2  現代社会  ５   ５ ２ 

数学Ⅰ 
ABA 

BBB 
4/3 2/2      

 
数学Ⅰ 

 
４ ３ 

  
   

 

 

 

   

３ 年度 ４ 年度 ５ 年度 

1 年 2 年 ２ 年 

単位制高等学校で学年の区分が無い

学校の場合は、学年の記入は不要です。 

学期区分で単位を
認定している場合は、
／で区切ってくださ
い。 

その年度に、認定した単位があればご記入ください。原級留置とな
った場合でも、認定できる単位は記入してください。 

「観点別」欄は記入しないでください。 
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■ 学校設定教科・科目の科目名・単位数の記入 

学校設定科目の場合は、属する教科の欄に記入してください。 

 

■ 技能審査などの外部の学修による科目名・単位数の記入 

該当科目の一部の単位として認定された場合、又は全部として認定された場合のいずれの場

合であっても、該当科目（対応科目）の欄に記入してください。備考欄または空行を利用して、「令和

５年  技能審査 （英検）による１単位」などと記入してください。評定がない場合は空欄で結構です。 

科 目 名 

４年度 ５年度 

1年 2年 

観点別 評定 単位 観点別 評定 単位 

家庭総合 AAA ５ ３    １  
 

6. 修得単位数小計・修得単位数合計 

 

   
４年度 ５年度 

1年 2年 

 観点別 評定 単位 観点別 評定  単位  

           

修得単位小計 30 0 

修得単位合計  30  単位  

※ 入力フォームでは修得単位小計・合計とも計算式が入っています。 

 

7. 総合的な探究の時間 

各学校で実施している名称、単位数を記入してください。評定は不要です。 

 

8. 備 考 

次のような場合はその旨を備考欄に記入してください。 

① 総合的な探究の時間や情報など必修科目（の一部）を、専門科目で代替している場合。 

・ 代替する科目を修得済みの場合    → 「社会と情報を○●で代替済み」 

・ 代替する科目が修得できていない場合 → 「総合的な探究の時間を■□で代替予定」 

 

② 高卒程度認定試験（旧大検を含む）の合格科目がある場合。 

※ 貴校で単位認定されていない場合でも、本校で（転編入学前に遡って）認定が可能です。 

     例『令和○年の高卒程度認定試験で世界史Bに合格。』 

③ 旧課程科目（現学習指導要領以前の科目）がある場合。 

④ 技能審査の成果を単位認定している場合 

例『 英語コミュニケーションⅠの６単位の内、２単位は令和○年の英検２級合格による増単 』 

⑤ 留学の期間や留学での修得単位がある場合。 

 

その年度に修得単位がない場合（後期入試）は、小計
欄の「０」のみご記入ください。（手書き記入の場合）    

小計・合計ともLHRは算入しないでください。 
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9. 見込み 

出願時に修得が確定しない単位（単に成績会議が終わっていないからということではなく、生徒が

成績会議後の補講等の指導の対象となっており、現時点で結果が出ていない場合など）がある場合

「見込欄」に○印を記入してください。 

また、該当科目の科目名の右側に○をつけてください。単位修得が確定しましたら、事前に連絡をし

ていただき、再度「単位修得証明書」を送付してください。 

10. 学校歴及び単位修得・出席状況など 

   在籍していたすべての期間について年度ごとに記入してください。貴校以前に在籍した高等学校があ  

  る場合、原級留置となった年がある場合、休学期間がある場合などは、特に注意して記入してください。 

  原級留置や休学・留学などの期間がある場合は備考欄にその旨、記入してください。 

例えば原級留置となった場合は 

年度 学年 学期 学   校   名 課    程 学    科 修得単位 備          考 

３ １  県立●■△高校 全日 課程 普通 科 13 原級留置 

４ １        〃   高校   〃  課程 〃   科 32  

５ ２        〃   高校   0 11月1日より休学 

        

※ 「学期」欄は、単位制高校などで学期毎の分割認定を行っている場合に使用します。 

 

☆ ☆ 補 足 ☆ ☆ 

１． 原級留置となった生徒の単位修得について 

 ① 原級留置となった年度に認定可能な単位があれば、その年度の修得単位として、記入してください。 

    本校で卒業に必要な単位に加えます。 

 ② 本校通信制課程では、前籍校で原級留置となった年度も高等学校の在籍の期間に含めます。 

 

２． 休学中の生徒の取扱について 

 ① 休学している生徒の転学の場合、本校が復学手続きを求めることはありません。 

    ただし、各校の内規に別途規定があることがありますので、各校の規定を確認してください。 

 ② 本校通信制課程では、前籍校で休学していた期間も高等学校の在籍の期間に含めます。 

 

３． 退学（編入学）と転学（転入学） 

    ３月又は９月中の日付で退学するのであれば、転入学と同様な扱いになります。２月や８月に退学 

  すると、在籍の期間が11か月や5か月となってしまいます。本校では６か月単位で在籍の取り扱いを 

  していますので、本校に編入学後、在籍しなければならない年数が0.5年増えることになります。 

 

４． 編入学後の提出書類 

    転入学と同様に生徒指導要録の送付をお願いします。貴校で保存されている限りご協力ください。
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令和６年度教育課程表 

教科 科目名 
本
校
単
位 

第1群 第2群 R回数 最低S 開講予定 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

高
千
穂 

本
校 

富
島 

高
鍋 

月
面 

普
通
科
目 

国
語 

★国語入門  4 2 2   6回 6回 2 h 2 h      

現代の国語 ２ ※2    6回  2 h       

言語文化 ２   ※2    6回  2 h      

論理国語 4     2 2 6回 6回 2 h 2 h      

古典探究 4   2 2 6回 6回 2 h 2 h      

地 
歴 

歴史総合 ２ ※2 ※2   6回 6回 2 h 2 h      

地理総合 ２ ※2 ※2   6回 6回 2 h 2 h         

公
民 

公共 ※2 ※2  ※2     6回 6回 2 h 2 h           

政治･経済 ※2    ※2 ※2 6回 6回 2 h 2 h           

数
学 

★数学入門  4 2 2     6回 6回 2 h 2 h           

数学Ⅰ 4 2 2   6回 6回 2 h 2 h           

★数学Ⅰ応用  ４   ２ ２ 6回 6回 2 h 2 h      

数学Ⅱ 4     2 2 6回 6回 2 h 2 h          

数学Ａ ※2 ※2 ※2   6回 6回 2 h 2 h           

理
科 

科学と人間生活 ※2 ※2 ※2     6回 6回 8 h 8 h           

化学基礎 ※2 ※2 ※2   6回 6回 8 h 8 h 後 後 前 前  

生物基礎 ※2 ※2 ※2   6回 6回 8 h 8 h           

地学基礎 ※2 ※2 ※2   6回 6回 8 h 8 h 前 前 後 後  

保
体 

体育Ａ 2 2      2回  10 h       

体育Ｂ 1  1    1回  5 h      

体育Ｃ 1     1  1回  5 h       

体育Ｄ 2    2  2回  10 h      

体育Ｅ 1     1  1回  5 h       

体育Ｆ 1    1  1回  5 h      

体育G 2   2  2回  10 h       

体育H 2    2  2回  10 h      

保健 2 1 1   3回 3回 2 h 2 h      

芸
術 

音楽Ⅰ 2 1 1     3回 3回 4 h 4 h ×   × × × 

音楽Ⅱ 2   1 1 3回 3回 4 h 4 h ×   × × × 

美術Ⅰ 2 1 1     3回 3回 4 h 4 h ×   × × × 

美術Ⅱ 2   1 1 3回 3回 4 h 4 h ×   × × × 

書道Ⅰ 2 1 1     3回 3回 4 h 4 h           

書道Ⅱ 2     1 1 3回 3回 4 h 4 h           

英
語 

★英語入門  4 2 2   6回 6回 8 h 8 h           

英語コミュニケーションⅠ 4 2 2   6回 6回 8 h 8 h           

英語コミュニケーションⅡ 4   2 2 6回 6回 8 h 8 h           

家庭 家庭総合 4 2 2   4回 4回 4 h 4 h           

情報 情報Ⅰ ※2 ※2 ※2   4回 4回 4 h 4 h          

専
門
科
目 

家庭 ★保育基礎  4 2 2   4回 4回 4 h 4 h       

商
業 

★ビジネス・コミュニケーション ※2 ※2 ※2   4回 4回 4 h 4 h           

★商品開発と流通 ※2 ※2    4回  4 h       

★ビジネス・マネジメント ※2  ※2    4回  4 h           

総合的な探究の

時間 

総合探究Ａ ※２ ※2    2回  2 h            

総合探究Ｂ ※1 ※1    1回  1h       

総合探究Ｃ ※２  ※2    2回  2 h      

総合探究Ｄ ※1  ※1    1回  1 h           

 合     計  ～30 ～30    

Ｒ回数    ：学期中に提出しなければならないレポートの数です。 
最低Ｓ    ：学期中に出席しなければならないスクーリングの最低時間数を表しています。 
学校設定科目：科目名の前に★がついている科目は学校設定科目です。   
注意   ※印の付いた科目は半期完結科目となります。
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